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比較対象としての佐賀平野の気象特性
一一性賀県東松浦半島の気象特性の解明(1)
田中 明
(海浜台地生物生産研究センター)
Climate of Saga Plain as an object of comparison. 
一一-Analysisof the climate of the Higashimatuura peninsula 
in Saga prefecture ( 1 )ー一一
Akira Tanaka 
(Marinεand Highland Bioscience Center) 
要約
佐賀県東松鴻半島は小さな谷が多く複雑な地形であるので，気象環境要因の場所的な変動が大きい。
また海の影響を大きく受ける地域である。これらの特徴は佐費平野とは大きく異なり，従来より作物生
産力が両地域では差があり，その原因の一つに気象の違いがあげられている。
本研究の自的は，上場台地における気象特性を明かにし地域特性に適応する作物を開発・選定するこ
とである。
このために，まず，比較の対象地域としての佐賀平野の気象特性を明かにすることにした。このとき，
1993年， 1994年の気象の異常さについてもあわせて検討した。
佐賀平野の 7，8丹の気温，日照時間，総蜂水量の平均は各々26.TC， 6.5時間， 444自1mである。 1993
年冷夏年における 7~8 月の夏期の気温については46年に一回おこるような異常気象であった。また，
1994年干ばつ年における 6~10月の降水量については， 1200年に一間起こるようなとくに異常な気象で
あった。
Summary 
At the Higashimatuura penisula in Saga prefecture， there are many small and deep 
valleys and the topography is very complex. 
The climate of this area is largely influenced by the marine climate. 
It is said that the crop-productivity of this area is greater than that of the Saga plain 
and one of the reasons may be the difference in climate. 
The purpose of this study is to analyze the agrometeorological features of this area and 
select suitable crops according to the meteorology. 
In this study， the meteorological features of the Saga plain were analyzed as an object 
of comparison and the unusual climate of 1993 and 1994 was investigated. 
The average temperature and the duration of sunshine are， respectively， 26.7 degree and 
6.5 hours. The total rainfall from July to August was 444 mm. The return period of the 
average temperature from July to Augst in 1993 was 46 years and the return period of the 
rainfall from June to October in 1994 was 1200 years. 
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1 • まえカずさ
国内外の農業情勢の変化のもとで佐賀農業の発
展を留るためには，地域固有の土地，気象及び土
壌条件のもとで特色ある農業を展開して，高度な
生物生産体系を確立する必要がある。佐賀県北西
部に位置する東松浦半島すなわち上場台地は，夏
期の濯瀧期に降雨が少なく，農業水利施設が普及
していない地域では干ばつ常襲地帯となっている。
また夏期の台風と秋から春先にかけての季節風に
よる作物の被害が大きい。
さらに小さな谷が多く複雑な地形を呈している
ので土壌の物理・化学的な環境要因と日射量，気
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温及び風速などの気象環境要因の場所的な変動が
大きい。これらの環境要因の特性を把握すること
によって適略作物を開発・選定することが可能と
なる。
東松浦半島の気象特性は佐賀平野とは大きく異
なり，従来より両地域で作物生産力には差があり，
その原因の一つに気象の違いがあげられている。
本研究では佐賀平野と比較することによって東松
浦半島の気象の特性を明らかにするとともに，気
象資源の有効利用を図ることを研究目的としてい
すなわち(1)佐賀市の地方気象台， (2)東松浦半島
の枝去木のアメダス観測所及び(3)瀧浜台地生物生
産研究センター付属の試験問場である。
佐賀市での気象データは多項目にわたりしかも
長期間観概されているが，ほぽ平野の中央部に位
置し，東松浦半島の気象とは異なる。但)は東松浦
半島に位置するものの，観測項邑は風向風速，気
温，日照時間，雨量のみである。 (C)では通常の気
象観測項目以外に耕地の熱収支計算に必要な純放
射収支量，地中熱流量， 2高度の温、湿度が観測さ
れているのが特徴であるが，平成6年度に設置さ
れたばかりでデータの蓄積に乏しい。
また(C)の観測地点は傾斜地の畑に設置されてい
るので局所的な気象を示し，台地の気象を代表す
るとは考えられない。しかし東松浦半島において
はこのような畑は多くみられ，傾斜地の畑の微気
象を解析するには適当な場所と言える。
気象環境が作物収量に与える影響について調べ
るとき，作物からの蒸発散量は収量と密接な関係
があるので，蒸発散量と気象環境との関係を調べ
ることによって，ある程度は把握することができ
る。現在，東松浦半島及び周辺地域における蒸発
散量を求めるために必要な気象要素は佐賀地方気
象台で観測されているのみである。
基本的には東松浦半島における蒸発
散量を将来にわたって推定するため
には，アメダス気象データを使用す
る手法が捷利である。
そのためには圏一lに示す観測地
点、関の気象の相違及びアメ夕、ス観測
所の気象と東松浦半島の各地点の気
象との関係などを明らかにしていく
必要がある。
る。
本報では，まず比較の対象としての佐賀平野の
気象特性を，佐賀地方気象台で観測された気象
データ 1)と iSD P・佐賀地方気象台の気象観測
データjに基づ、いて明らかにすることにした。ま
たさらに1993年及び、1994年の異常気象についても
考察した。
2 .気象観測システムによる気象データの収集と
有効利用
東松浦半島の農業気象を解析する場合に必要と
なる気象データはつぎの地点で観測されているも
のが使用できる(図-1 )。
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3 .佐賀平野の気象特性
図 2は1900年から1994年までの
7， 8月の平均気温の変化を示して
いる。これより 1993年はかなり気温
が低く，また1994年は異常に高温な
夏であったことがわかる。 1993年の
冷夏年と1994年の干ばつ年を除いて
1992年までの傾向を謂べると100年
間で約1.190C上昇する長期傾向を示
していたが， 1993年を考慮にいれる
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阻-1 東松浦半島における気象観測地点
A:海浜台地生物生産研究センター
B:気象観測露場(試験積場)
C:アメダス観澱所(校去木)
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8月の平均気温の変化1900~1994年の 7 ， 図-2
日照りが
0.3mm/day増加する。普通，蒸発散量は 5mm程度で
あるので，風速の影響は大きいことになる。
1978~1989年の東松浦半島(枝去木)と佐賀平
野(佐賀市)における月別平均風速を図-5で比較
しているが，あまり差がないかやや東松浦半島の
風速が小さい傾向が見られる。実際には，この半
は風速が大きく防風垣が発達している地域も
あり，局地的な気象が場所によって大きく異なる
ことが考えられる。また佐賀大学海浜台地生物生
産研究センター付属関場では北向きに谷が開けて
アメダス観測所における風速より大きいるので，
い傾向がみられた。
ここで， 1975~1989年の佐賀市と枝去木の気象
データを比較した結果を表-2に示す。 6月1日か
ら8月31日までの降水量は佐賀市が788mmで，枝去
木が750mmと若干少ない。また最大連続干天日数も
佐費市の10.5日に比べて12.4日と長く，
続きやすい。
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6 ~10月の総蜂水量の確率分布図-4
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1900~1994年の 6 ~10月の総韓水量の
変化
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と気温上昇率は1.06に低下し， 1994年を考慮する
と1.22となる。このようにわずか2年の間に上昇
率が大きく変動するほどの異常気象であった。
図 3は6月1日から10月31日までの総蜂水量
の変化であるが， 1994年の総降水量は観測史上で
最低の年であった。また1993年の降雨量も1804mm
であり，やはり異常気象年であった。
1961年から1994年の34年間の気象データに基づ
いて，気温，降水量，日照時間，風速及びペンマ
ン法叫こよって求めた蒸発量を蒸発散量として，
対数正規法を用いて統計解析をしてリタ…ンピリ
オドを求め，平年髄を求めた(表-1 )。
国-4は対数正規用紙上にプロットした結果の
一例で， 6~10月の降水震の場合である。異常気
象年の値は対数正規分布から外れているが，ここ
では対数正規分布と仮定して検討した。
蒸発散嚢に及ぽす影響をペンマン法を用いて検
討すると風速が1m/sec増す毎に，蒸発散量は約
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1978~1989年の月別平均風速の比較
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簡-5
7~8 月 6~ 1 0月
総降水量 442mm l054cm 
王子均気滋 27TC 23.アC
王子均風速 2.5m/sec 2.4m/sec 
王子均蒸発散輩 5.6mm/day 4.7mm/day 
気象要素の平年値表-1
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リターンピリオド(年)
冷夏 1993年 干ばつ 1994年
7~8 月 6~10月 7~8 月 6~10月
降水設 10 17 185 1222 
気 溢 46 21 529 54 
蒸発散量 75 38 470 99 
表-3降雨特性の比較
年降水量の 年最大連続 日降水量の
平均 干天日数の 平均
(m) 平均 (日) (m) 
校去木
1743 18.5 6.6 
(750) (12.4) 
佐賀市 1777 18.1 6.2 
(788) (10.5) 
表-2
カヨできる。
佐賀県では農業水利施設が整備されているので，
「干ばつに間作なしjと言われているように，夏
に干ばつの場合には水稲収量は減収することなく
比較的に高いことが多い。実際に，図-6に示すよ
うに1994年は干ばつ年であったが佐賀県の水稲に
関しては豊作であった。
各要素についてリターンピリオドを求めた結果
を表 3に示す。この結果， 1993年冷夏年における
7~8 丹の夏期の気温については46年に一臨おこ
るような異常高温であった。また1994年干ばつ年
における 6~10月の降水量については， 1200年に
一回起こるようなとくに異常な少雨であったこと
がわかった。
ここでは蒸発散量を計算するのにペンマン法を
用いたが，佐賀市地方気象台では1961年~1965年
の間，蒸発量の実測値が観測されている。ここで
求めた蒸発散量と比較した結果を図一?に示す。蒸
発量が2mm/day以上ではほぼ1対 1の関係がみ
4. 1993年冷夏年と 1994年干ばつ年について
1900年から1994年までの気象データに基づいて，
1993年冷夏年及び、1994年干ばつ年について統計解
析を行い，各年の気象が何年に 1屈で起こるよう
な現象であったかを調べる。
図-6に佐賀県におけるこの40年間の水稲収
量4)の変化を示す。収量は変動しながら次第に増
加しているが， 1980， 1991， 1993年の落込みがと
くに居立っている。
収量は気象要因のみの影響だけでなく，農業技
術の発展にも関連して変動するので，収量の変動
が気象要国によるものか人為的要国によるものか
を判断することはできない。しかし，蒸発散量の
値を用いることによって気象要臨のみが水稲収量
にどのような影響を与えているかを検討すること
)内の数字は6月1aから 8月31日までの値
ができる九
間 6に得られた蒸発散量と収量を比較してい
るが，両者の変化の様子はよく一致している。1991
年で~文章が大きく減少しているのは， 9月に発生
した 2つの台風によるものであり，また1961年で
ずれているのは，気象要因によるものではなく，
人為的要因によるものである。
台風害が甚大な特異な年を除けば，収量そのも
のよりも蒸発散量の変動を比較してみるほうが，
気象要閣が収量に与える影響をよく評価すること
られる。
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蒸発散能の計算に自射量の観測値を使用すれば
精度は向上するが，アメダス観測所では日賦時間
のみが観測されていることを考慮して，日射輩の
推定に日照時間を使用した。このために蒸発量が
少ない範囲において差がみられる。計算法の改良
が今後必要で、ある。
5 • あとカずき
東松浦半島すなわち「上場台地jの気象，土壌
及び水環境の特殊性を明確にし，特殊な環境を資
源として農業に活かすことは重要な課題である。
このような揮に沿った「海浜台地Jの環境は，
(1)地形が複雑で多様な微気象環境を呈している，
(2)海の気象の影響を大きく受ける，ことが大きな
特徴である。
今後はこれらの特殊性を考慮しながら，東松浦
半島の気象特性を解明していく予定である。
参考文献
し佐賀地方気象台編 (1990).佐賀の気象百年誌.
2.問中 明 (1990).佐賀県の降雨量.気象利用研究.No.3， 
13-15 
3. Jensen M.E. (1973). Consumputive Use of Water and 
Irrigation Water Requirements. ASAE， N巴wYork 
4.佐賀県(1993).主要農作物等作付面積及び収穫量.佐賀県
上問中明，三浦麻(1994).1993年冷夏についての農業気
象学的な考察.佐賀大農梁.7. 89-95 
